
事業所名

作成日　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

1 37

利用者の方が同じ場
所に座ったり、ス
タッフの顔色を窺っ
たりしているように
感じる

裏リビングの活用
他事業所との連携
カラオケ・テレビ・
マッサージ機の設置

2 53

主に重症者の方が担
う役割が少なく自分
の居場所を見いだせ
ずにいる場面がみら
れる

調理ができなくても味
見や食前のあいさつな
ど、その人に応じた役
割を見つける

3 55

1人ひとりの方が昔
取った杵柄で生き生
きした瞬間を感じる
機会が少ない

カフェ等と連動する、
ユニット間で連携す
る、○○教室などの企
画をする、など定期的
に機会を設ける

4

5

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。

２．　　目  標  達  成  計  画

注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

軽症重症に限らず、その方
の得意分野や維持している
機能等より、役割を果たす
機会を諦めずに提供し続け
居場所を見つけられる

グループホーム燦々（さんさん）

令和2年4月1日～
令和3年3月30日

自分の特技を披露できたり
周囲の方と楽しんだりし
て、一瞬でも一時的にでも
自分に自信を取り戻せる

令和2年4月1日～
令和3年3月30日

目　　　　標

多目的な空間を作り、仲の
よい小グループでくつろい
だり楽しんだりできる空間
でメリハリのある生活がで
きる

令和２年　３月　３１日

目標達成に
要する期間

令和2年4月1日～
令和3年3月30日


